



























































































































































































































































’kQ’ 獅潤F．　lt．aqtjoru　kino：　raqt」or’ 普@｝〈ino　’ v・am’ ≠獅
tの @立ってい歪　木の，辛っている　勅　・雫ρ．
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　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　へ　　　　　　　　　　　
協もati…彗晶罷賜1圭ma傘d脚「黛a…・翻」a：齋、器0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ツへ
3aSU：N　naq．teR・：（HU：）．k．0：ロ　毎｝k垂e　kuruga
安く、　．　　　なってなあ　　　　　　　　．　・高知へ　・　積んで　　来るのを，
　　　ヘ　　 ﾞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
．S。n「 掾ERa．h、．o　hosi：董aqta．（．ff　U：）mO．：ikaN・ke．N
　　　　　　　　　　　　　　　　　やった　　　　、　　　　もう　　いけないから　ものを　ほ 乾しにその
（このあたりi発音不明騨．）．（書いさし）
k・r蚕ahir◎sim盆e　ikG：ze3．a．．jute．hirQs蜘ae
これは　　広島へ　　．　行こうよと　　雷って　鴎へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り　itaga　h．i．rゆS・i環．ad峯a・：・n．3Nd玉a：．qユaze3．0垣．a蜘eNba：
行・．たが　鵡駕　　　 赫だ・たよ　　　．．百円くら．い．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ：s・O、．Nga＝雲ta．．kot， o，mO、a、r　Uk，e1晦・e玉a（H　U．；．）sO．rekara
損を．・　　・した　　　こども　　　　あるからなあ　　　　　　　　　　．　　それから
　　　　　　ヘヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘへ
mata　憩odorisi簸ani　uti　mod◎ra．Nd．u．kuエ｝i、　lu：㌻o
また　　　もどる途中で　　　　　　うちに　　もどらずに　　　　＿，＿　ずうρと
　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
i、iPd・0．．　k．Q．：te　k（｝｝1．do：Son◎　ga．kO：．ti・・．motleita
轡で　轟て　鞭、　その．．ものを離へ’持・てい・欺
　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
鍛ed臼s4tL”O・㍊N・贔雛’1恥二）・赫濃・e『’・‘a
k・t・m・・川・・覇・k・R亀垂・・，6のw，．．油1畔1．ilk・一
，ことも　　．．ある　　それだから　　　　　商売は　　　　　　言っても　．　＿駄
　　　　　　　　　へna・：・玉a、ぐ翼U：）S◎1　1｝Q．i・kμt・．垣即．aruk，e、；N　Bej　a”
呂だ．よ　　　　　　　　　　　　　　　　　ときも・　　、あるカ「らな．毒
　　　　　へ
饗躍n◎．：．9蒲『lllN徽慧、e購船脚至野。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
arU串・n・t。t圭．U：de・．S卑keni・：tari　s・ru　kQt・
ある　　その・　途中で　　　　　．L’けに　　　あったり　　　する　　　ことは
　　　　　　　　　　　　ツへ
凱襯k∵鱗船PX　bunemg淵監・嫌総u圃a
　　　　　　　　　　　　　　　　　－29一
　　fl、晦・瞬・∫ki．・・N・・m・ni「6・tu・ち喜会・．．
　　ないから　　うんと朋　危験な　　　　目に．’　孝～つただろう
Y・
ｾ：’t。tr・9、・．。。1。崩。．，i　mi：面。la」a…’：一，』：； D∫．’
高堰@na一
　　ん輔燭醜　　　臼繊　見て肋　 ．あのうよい．．準
　　，6。．擁瀬，。k。・。。」。．（ff　tt，づ点証巾j。　h　i」・資態、
　　へ入れるふらな　　　あれだ　R和が
　　s　uvL；　q　“a　n」　a　：　，　d　el　t　d．　’　i”kaNkeS3’　A’　o　：’　’a　sQpo　zi’b　uN　n｝a一一一
　　固まらなければ　　　　出て　　　行かないからなあ　　あ　　その　　　時分には
　　n ，． FdN言・），。’・　d．・j。k，・h，qざ。。1．　k。k、q細小3。k・・
　　ねえ　　　　　　　　それだから　　　　久しく　　　　かかったのだから　　，
　　wari：’　hljorinja：・一一・
　　悪い　　　　日和には
　　a：　kju：siu：maN’trei　i　kuni　h’i　t’otuk’i　kakaru　一jli：“g”a
　　ああ　九州まで　　　　　　　行くのに　　一月　　　　　　かかると　　いうが
　　s6Nn　’a　ko　to　’ar　ti　ke　：　ni　a　q’　s’U・　“gV　u． 　i’
@’
求@eta　ra　so　｝Q　n　a’
獅
　　そんな　　　ことが　　あるかい　　まっすぐ　　　　行けたら　　　そんなに
　　’h　i’t　o’　t　uk　｛ i6’6・・1・・…’・
　　　一月も　 ………
rytt　kowa’堰@orne’ Ftar’≠獅p：　bajo：　rn－inato　’ 狽盾窒浮汲?ＮnQ：
　　こわいと思・妨麟　　　早く　　港へ　　入るからな奔
　　dok’o　dekoi　itara　’p：　minato　aru’tu：　1；ot6ga
　　どこ　　　どこに　　　　行ったら　　よい　　港が　　　　あるという　　ことが
　　’wa　1〈　aqt　」orukeNn　o’：　（H　u’h’：　）　’　s’　er　eka　r’a　keno　so　rP一
　　わかっているからなあ　　　　　　　　　　　　　　それから　　　　　この　　　　それ
　　Ei’e　at，ira　」u：’ta’rl’5．・no：　tj“’o’　：“’d－o　kQn’o　i」oa　harp．aq一
　　で　　あちらと　君ったらなあ　　　　ちょうど　　この　　早期へ　　入っ
　　tar’a　’nan”；’　“d“　｝’　ano：　’tos’awa　seNna　koto　naikeNdo
　　たら　　　あれ．．だな　　　　　　　土佐は　　　そんな　　　ことは　　ないけれど
　　i’」　ee　’hama　qta　’r　a　sok　o　ka　’1”　“gV　aNwa　no：　ka　”｛’　Ng　aN　no
　　伊予へ　　はいったら　　　　その　　　海岸はなあ　　　　　　海岸の
　　・i　6’lir　a「fi、’n．i．3・。。：．ぎi　k◎n・・：k・fi・k・：・・se驚ura量
　　潮が　　　　あれだね　　　　　　　この　　　大きな　　　　川の　　　潮ぐらい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一3e　一一
　　i、。k。．，、．n。，，i，。6．。、m、，elipo‘s、69。。6、，、（H：li，1’；．
　　流れるからねえ　　　　その　　溝干の　　　　　潮がねえ
　　も。壷dざsi。。i・i駈。、。k。。。。・．諭麦、玉、6k。．6i轟、一
∴∴＿漕甑j。∴1∴∴。∴。、一
　　　ったら　　どこかに．　　　　行くと　　いう　　ことが　　　　風が　　　　 少
　　，葺。：w。，i、，。m。。。．（17）（K　lir、）∫。，。k。、。。」a磁．1｛：）
　　々　　　　悪くてもね髪、　　　　　　　　　　　　　舟を出すからなあ
　　，i。　k。qt。、。Nd」。fk，・i。i。。。　w。，i：，。ki’ti．∫、：’
　　潮を　　計算して　　　それだから　　　　　　潮の　　　　悪い　　　　ときには
　　n、。i3・k。，瞭。」・：n。k。・」・njak・・賑・w・・ii
　　あれだ　　　　風が　　　　よくなければ　　　　　　　風が　　　　悪いと
　　勇。：t、，a。、ni」。，圭・k。q・e」a，uk6・・i　S’。n◎。i「yt。一
　　言ったら　　　　あれだ　　　潮を　　計算して　　出すから　　　　その　　　　蒔聞
　　Ndeneja如aka・a　k・鷺・「s孟さ～liaqt∂ra　k◎N面。・
　　でだな　　　　　今から　　　　　この　　　潮だったら　　　　　　　今痩の
　　、i。w。　d。k。搬涜。　i　k。・，uk。・…d。，36：，j。・．wb’．’b。．。
　　潮は　　　　どこまで　　　　行けるけれど　　　　少々は　　　　　　あの
　　k。z設。　wa，圭：s。m。」。・e，u・1・・。・“i玉、・・：k、n。3、擁」。：＿
　　風が　　　　　悪くても　　　　　　出せるから　　　　出そうかなあというよう
　　朗玉。qpari。i・k。qt。　i、qta：k。Nnei。
　　に　　やっぱり　　　　潮を　　計算して　　　やったからなあ
麗、◎。nani。i。　h…k巾。。k。妻。。k。w。（18｝
　　そんなに　　　　　潮が　．ひいているか；ね　　　　　　あそこは
Y　 hikijoru　（H　’e／：）　kowaiz◎　gO：gO：　gO：gO
　　ひいてる　　　　　　　　　　こわいそ　　　ゴーゴー　　　ゴーゴー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねHSONnara　SOnO：SiOga　9．j．akUn◎　tGkinja：naka1｝aka
　　そんなら　　　　その　　　潮が　　　逆の　　　　　　ときには　　　　　なかなか
　　hunia　ikana：n『o：1
　　舟は　　　　進まないなあ
YikaNkeNne蚤a
　　進まないからなあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一31一一
葺「 ﾇ∴鶉・臨・．・・．S・・i．1・ni・n…」・・ni．・・・…mさ這ρ．・．・．
　　ん一　そしたら　　　．潮に　　　乗るように　　　　　行き帰りを　　　ドひ．、』．．仁
　　象髪輿・e’te．無幽・・；耀薯・…　駕擁潔・・1ぐ嘉葛〉
：莞三‘嚢，淵・・6！19｝繋…ilw塾．1獄・・a：膿寧垂・q一
　　憲うoe一．一．「一一
Y： ｫ・．甑茎略解副a鰐ごゴ甥s’kr「a聴．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S6ke jaStぎ磁a錘keNd・neja（｝葦合：）・muk・a・．sinja　ro一
　　あ．まり　　休まないけれどだなあ　　　　　　　　　　昔は　．　　　　　六
　　ku飾t．噛i：t6｛tポ
　　　月一霞と
輩・6k憶・…i・t・iw・d・・」u・te　」a…d・2・・．
　　六月一擾は　　　　　　　　　　どう　　　いウて　　休んだぜ
Y・・qk灘a　S・・’・t・」aSU・bl・d・噌…　．・三a　aR・・◎：kli一
　　節句だと　　　　言って　　　休んだなあ　　　　　　これは　　あの　　　六
　　．藁・ta’t．寮w．3　　　　1
　　月は
KnaNn．◎　seqku　iu：te
　　何の　　節句ζ　言って
Y・eqku　」・・t・海・k・・d。．己面∴k・・iw巨蛾，i・，。N一
　　節句と　　　需って　　　言うけれど　　　おれたちは　　故事は　　　　わからない
　　k。・d◎n、・d蚕、。。ia」、qp、，三，。k遠、tuni．．毒、き「q．，、，h
　　壁・あ、騨．．、やっぱり．∬騨　 ．掌ったら．．．
　　〔」a，。mi・・ik・明，，uNd．、r◎：〕m。・（笑声）〔．，3。trg。一
　　1盤織鴛、、）　休んだろう）　、もう．＿，〔期
　　・窪ぎ。・。・ek。。。　i・q．・i。：k。・b、，m。kaSi、、6・、・論3、一
　　が　そ繊　 欄くらい @　昔　あρたという『卸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一32一
Y
．
Y
H
Y
　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　り　
ika）　　rok：U黛atU　rokU黛a£Uno　tUkinja　miqkaba．：
ないか〕　　六月　　　　　　　六月の　　　　　　　月に．は　　　　三艮くらい
癒、蝉噌西嶺。獣爵hath噸・雷f翻w・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　zju：hatinit三t（｝r｝e：　 ｛．互：
十八黛とねえ　　　　　　　　　　　　ん一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へゆ
sitigatuni　fiaqtara　nid◎neja　tanabatasaNto
七月に　　　　　　　　なったら　　　　二度だな　　　　　七夕さんと
　　　　ヘヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
蓋膿t◎de潔野a窪’F，Ci　k　a　5謀え忍Nde価’）転筋no
　　　　　　　　　　　　　へ£oki◎ja　miqkadjaqta　sonO　maenja　iqsju：kaNn｝，　o
ときには　　　三日だった　　　　　　その　　　前には　　　一週問も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～．
jcaSUNdari　su．ru　 kOtomO　arukeldone量a　　（1雀　u：〉
休んだり　　　　　する　　ことも　　　あるけれどだな
　　　　　　　　　　．　　　．　　　　ty～　　　　　 ～～ @　　　　
．．　．（2⑪）
S◎n◎：：　ma：　　」◎：　　謬aSUm1≦ζa　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　nan葺jUI　SON－　　　　　　　　　aqtaga
そのう　　　まあ　　よく　　休みが　　　　　あったが　　　何かい　　　　そん．
na　tokubetL・ni　kimaqta．　S三kisiklno　3asumi
な　　特別に　　　　　　　きまった　　　式日式日の　　　　　休み
按。i。im。、m燦。窟3、・。。・．・・di、・壬。・t。。N，。蚤as。二
斜眼も @　爾こいだ　　なんだと　麹て　うんと嚇
　　　
1n量ga　arja：sezaqtakae憩ukas葺a
カζ　　　　ありは　　 しなカ｝つたカ｝ね　　　　書・は
　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　　　　　　　　　　　　ロaqto3◎　muka．Sjaneja
あったよ　　　昔はだな
窺・即罵先・…躍♂ゆ6£藷瓢塑a誌1・一
Sezaqtakae
はしなかったかえ
bjO：kinO
病気の
seki，鳶。。i玉。：9。：，iq，玉。，ukae
赤痢年と　　　　　　いう　　のを　　知っているかね
　　　　　　　　　　　　　　　　　一33一
YU：asi・qt30ru
　　ん一あ　　知っている
　　　　　　　　　　　りり箪　sono　sekiridosinia
　　その　　　赤三年には
nanika：　’，　ekuberuni　jasu一
何か特別に休
Nda　koto　naikae
んだ　　ことは　　ないかえ
Y　tiqtomo　siraN　nainika：raN
　　少しも　　　　知らない　　　どうもないらしい
　　　　　　り　　　　り
しg　utira：d3amukasi　ano：bjo　kini　naqtatoki、n圭
　　うちなんかでは　　　昔　　　　　あのう　　病気に　　　　　　なった　　　ときに
gokito：　jaqtono
御祈藤を　　　　やったよ・
注
1．木挽閑談
（lj
2
3
（li一）
【
0
6
7
8
〔p．5〕　kuところ，うち，家、よさこい節に部いうたちいかんちやおらんくの池にゃ…”
がある。
（P．5〕　窟公地つまりここではゴ国有林。
（p．5〕　hata　は共通語だからそのまま直訳したが，私発こよれば，ほんのわずかだが，
方言的なにおいがあるようにも感ずる。
〔p．6〕　toqti　kitjoruと切り離す。（笥正）共通語の1一て」「で」に嶺た：るとこ
ろに／ti／／di／があらわれる。この現象は大方附でも，万行（まんぎょう）・鞭（ぶち）
（厳密には「浮鞭」）・加持（かもち）・湊頬（みなとがわ）などの部落に限られており，そ
れも主として老年層の聞に見られる。
〔P．　6〕　（k〕が脱落しているa
　　　　　　い〔P．6〕　Ogaのこぎりの大きいもの。
〔P・6〕　hira　方，｛臨
（p．6〕　地点・霞標などをあらわす「へ」に面当するものに／i／があらわれる。±佐清
水市・大方町・高岡郡旧長巻村などで使用される。
一34　一一
檜
α
◎
の
鱒
紛
の
窃
碕
の
麟
に
α
α
α
に
に
α
α
囲
⑳
（2V
ca2）
tz3）
髄
（p．　7）
（p，　7）
さがす。
（p，　7）’
（p．　7）
（p．　8）
（p．　9）
Cp．ie）
〔P．王◎〕
（p．10）
CP．11）
っばる働きをする。それで，根をturu
（p　．11）
（p．11）
切り口に捜入するものe
（p．12）
（　p．　12）
〔Pほ2〕
Cp．14）
（追記）
＊　（p．　9）
＊＊　（p．ll）
寧率＊〔P。13〕
　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
saogU　or　sawagU　あちこちかけずりまわる。
taNme　t　ilpa：ru　を意幽したものであろう。　taNmeru　or　ta　Nne　：r　U
si　fi　as　V．　物をつくりあげる。
木に羅の懸をつけるのである。
主格をあらわす助詞。
長いたけの木を意難しているようである。．…　　　　　　　一
dake①断崖　②葺まじりの土。　dakeが独立して使われることもある。
tuは接頭語・　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．
riN　一種の肱
山の傾斜地に立っている木ゆえ，その木が倒れる際など根が覆のようになってひ
　　　　　　　　　　　　　と言ったものであろう。
　、　　　　　　根が木をひっぱって支えている。
立木を切った際木の璽心がのこぎりにかかって来るので，それを避けるために
　　　　　　く込．
へnagaSu　r下へ落とす」の意。
　　　　　　　縛ドニラ
一種の植木のようで，三王7のriNと岡じような意味らしいρ
「受口を切る」は倒そうと思う方の側に斧を入れること。
〔kOSO〕に近く聞こえる。
一一　35　一
2．漁師の思い出話
（il
（2｝
つ
り
4
5
6
7
8
9
沁⑬
⑳
⑬
繊
⑱
⑱
鋤
⑱
α
り茎
韓
〔p．16）　date　臨　「年配」の意。　「達」のなまったもののようであるが，単なる複数で
なく，　「年齢層」の意味に重心がうつっている、　（浜頒数義氏説）
〔Pほ6）P◎Nt◎（全部）は・筆考も少年時代長岡郡後免町（現在南国市）近傍でよく使用
した。類語に簸eNgor◎；SUqt◎N　があった。
〔p．16）　hanamai　足摺鯉周辺をいうd
〔P’ D17〕　paiは，：舟を数える単位。須崎市あたりでも使用。
〔p。17〕　joNzju：の前にme捻iが，ごくかすかに入っている。
　　　　　　　　リ　　　へ〔ひ．17）　siNda：dja｛ko　を目指しているが渉dと｛がsi玉ent｝こなっているし・ko
もはっきりしない。
〔ひ．19〕　もちろんtok◎ro：と表記すべきかもしれぬが，仮りにこのように表記しておく。
〔P．19〕　このような場合・幡多方琶では勘詞のteが顕現しないことカ～しばしばある。
〔P．22〕　do：　ju：と分けて書くことが考吏、られる。
〔p．22〕　浜田数義氏によれば，h◎NnOは，副詞であるが，実質的には感動詞に近いとい
う。
（p．22）
（p．22）
（｝　．22）
（p・．23）
（p．23）
（p．　24　）
（iii．31）
（p．31）
kur3は，野菜などの株を数える単位。
　ヘへ
bagtriたらいの形で，更に大型の桶9
j・am．a・aN盆とい稼の屋号．膿のとき家が流されたらしい。
黛aに独立性の強いと思われるときは，仮りに分けて表記した。
k◎s2N　屠上に対してのみ使胴する。着b人は使用しないa
ju：te　ことばの聞に自然にはさまつた一種の発語。
一般にはwa　r　u：temo　である携老人にはこのような特殊の言い方があるe
ako（あそこ）　幡多地方のみならず，三下で広く使用される。（長岡郡大豊村
などを除く。）
〔p．32〕　録畜の関係で明瞬性を欠く。slkizituを意図したものか。ちなみに「しき」
は・浜田数義氏『大方町方言集遇に，「正月，盆など年中行事として決っている休Bjとある。
〔P．33〕　話の途中にはさむ一種の間ことば。ただし一般には使われぬ。
〔p．22〕　〔o：rjo）〔orijo〕あたりを昌指していると思われるが，〔d3圭：r◎〕に近
く聞こえる。
一36　“一
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